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〈研究紹介〉

宇宙飛行機の研究

宇宙科学研究所長友信人

宇宙科ザ研究所が発足して!日l もなく，犯は新た

に誕生した:事前エネルギー工学部門のポストを与

えられて r これは矧必らなくては I J と仮り切

った。そしてその研究成果をここに書こうと思っ

たがjそれも半分」ということで，この町、析をた

めまれた。たしかにそれまでやってきた研究もい

きなり止めるわけにはいかない。とりわけj宇宙

飛約機」と称してヰ宙航牢研究所時代から消干し

ていた新しいロケットの研究には熱中の肢が過ぎ

て 5 年縫った今も止めるどころでは主い。

ZEf11科学小説に山てくるロケット機は，地球を

出発して火封にいとも簡単に到着する。かと思え

l工、 5比例系を ~)r，台に飛びまわる。このようなロケ

y トはロケ y トエンンニアの~.;てvあり，旦I!.屯l であ

る。私はこういうスーパーロケ， 1 を「宇'山飛行

機J と名付けている。

l誌も現実的7j.·'-tH-j飛行機の一つは 1 段式のス

ベ スンャ|ノレである。いやスペースシャトノレは

米 1£1の現にあるンステムの名前だから、この語い

]jは必ずしも適切では主い。裂するに，飛行機の

ように惟進剤を補給すれば俳:jtil 軌道まで到達でき，

荷物(ベイロード)をそこに置いて地上に帰って

くる。そのようなロケットてeある。だから「ヰ'山

飛行機」なのである。

そもそも l 段式ロケ y 卜て ii/jg軌】立に到達でき

るロケ y トがJJ，尖にあるかといえば，能力的には

液体水素/液体酸素を推進剤とするロケッ|がこ

れに近い。す主わち 1 段式で祁 jjUil1 を出i ， 1在した初

期Jm訟のうち， 85%以卜が推進青1\であるよ 7 な液

体水素/液休般索ロケン|は低高度のi崎将軌道に

迷するが，このようなロケ， 1 は大気|羽外を飛行

する 2 段目以上のステージとしてはすて"に存在し

ている。 fof と心 ';~l ~、ことてーはないか?あとはこれ

を地上から発進しても同一性能が似てるようにし，

さりに衛星軌道から大気凶に突入して， うまく滑

2E ・誘持して地上に稲作告させることが出来ればよ

いのて..;P，る。

'i 街<ifの液体水素/HU休酸ポのエンジンはその

ために向/:1'燃焼寄を目指して研究の一昔、を踏み出

している。これを装着したロケ y トが大矢に突入
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L ，消生したり， 7ijl~ したリ:-11来る形状をしてい

ることが先ず必安ーである。このロケ y 卜をヮまく

誘導して目的地に帰還させることは新しい柑|究課

題て時あるが， JJlイE わがIflのエレクトロニクスの校

術を基盤に 1 れ Ii村に|利難というものではない。

そして，これらの紋矧化した機休形状と諸機能を，

従米のロケント 11'.みの ill訟でカ y チリとまとめる

のが，構造と材料の日l 究記長匙iである。この rl" には

大気突入時め耐熱ンステムの技術も含まれる。

こっい 7 II~矧体を笑視することは，ヰニ'i¥i.ifのユ

学研究者全体の大1:1:cj:;となるてvあろうが， f十司王の

すじ i芭は，簡単にいえば，以 1-のようになる。た

だ「未知|だから研究したい」というサイエンテイ

ストのロジ~ :;とは異なり、ユ//'ニアは「こう

いうモ/を作りたいJ といって ·NIれ、たものを示さ

なければならない。

そういうわけで，少々文献などを勉強した後は，

ド|ら一つの構想を』ててみる他はない。|問題はZE

力的形状の設昔|である。航:1::，'.C!科を卒業したとは

いえ J，y ら!車、動機とロケットが主で、飛行機の絵

を ti'J'iいたのは，幼時に戦時中の「芥能」と「鎚旭」

をかきうつした f'，H主だったから rす'山ー飛行機」に

対するセノスは今一つであった。

そこですう千を起用することにして.院生にあた

ってみたが.妓念なことに大部分のヤングはうさ

んくさい阪をして近寄句ない。かくて，日~jit£ 19才

のアルバイト学ι| を夏休みの 1 1:\ 1備し、上げて千fムっ

てもりうことにした。 r思いi;lJ った足立引をしろ，

口ケン卜のwはもともとぜいたく ifll だから m-I体が

扮 1) を山せるのだったら，いくらでも小さくしろ」

といったら.いるかのひれ位しかない興をもった

3 角引の制体断而の機休を捕さ上げた。これが後

で 1511 と名付けたモテソレの!忠告主て"ある。ニれは不

完全であったが，それだけに人々のrJ]日もひき，

制かい山はしだいに修.ilてされて段初の胤試(j，，\ij阿

試験) t~Ir; I~ となり、ラジコンによる飛行実験用機

f，f;にもなって.1

愛がられた。

このl附H則III附l凶封布利157年 3 片に L斗(，雨拘ユ学委貝会の 4中1 に'

r有興飛羽捌4村イ休4 ワ一キングクグ')ルレ一 7プ. (XWG)J が組

織されて， pJi 内だけではなく全国の大'ずや研究機

関の関係者も参加する形で石川究が進められること

になった。 XWGでは.はじめのうちは無人操縦と

いっ観点から誘導 制御機器の開発に豆点がおか

れたが， しばらくしてやはり優れた飛淵f*なしで

は何も J丘まむいということが分り， I~t~ の尖品!i を

ふまえて，日型と III !1~を設百 IL ，風試を行った。

これら 3 つの型はそれぞれ拠った設計理念に Jt

つずし、ている。先ず I ~I~ は Mをどっしていいのか余

りよく分らない時に文献を読みつつ.的いたもの

である。力点は主.;V~をなるべく小さくして l州体の

初力を附大することにおかれた。大気突入時に垂

直尾誕のがJ きをよくするために機前から制休/".{f日

に沿った流れを蚤秘して形状を決めている。風試

の結井2. 似 1) はたしかに大きいが日白書店の寄りが大

きいのて日キミブJ 中心がロケントとして設計した機体

的重心付置より前に来てしまって，一度目白が上っ

てしまうとそのままもんどリうってひっくり返っ

てしまう。何とかなら主いかと思案しているうち

にnYLi£!設計の出から 3 角形の胴体断 r(1I形状は.illlJ

的に好ましくないと分って.全体的に抜本的対策

をとった結-we， II1'! が出米た。

II 引では機体形状を決めるにあたってタンクの

形や自己出といった桝 iliZt 言 II の配慮をした。この

ため l 引とは大分泌った刷体に主っている。さら

に，大気突入 l砕から活陣までの III Iムぃ述 Ht 前(J世で

の安定刊と制御 '1'1 がしだいに聖 f解されるよ 7 にな

ったが， II 型の五一直 l註斜は 5illl リの築が山ている

ことからも分るように，この間匙 i を tAT ずるには風

試データは不ー I' 分て vあり，いずれにしても，胤試

だけで問題が解決し主いだろフと巧えられている。

山 iTJ の設 ~I は.ill :b;~を披小にしやすい f~W J1lという

立場を崎一重 L，胴体は従来のロケットと同じ PI 形

陶rl( 1Iにした。;曲。)勉強してみたらやはリ，刷休

は口ケント句しい形状で良かったのではないか?

という発惣て uある。I' J筒断同 Iの胴体をもったず I~ 捌

休のJ1 ij 例は少主いので.極超古 jillJ 世ててト気力学的

な問題があるのかも知れないが，少なくとも 7'"/

ハ数 4 位までの風試結栄では問題はない。

次の段|帯は誘導・制御機器と機材、を組作せて，

n,“



コンヒュ-?の~il悩で操縦できるようにすること

である。そのためにはコンビュータが機体の特性

を良O'tえている必要がある。機体のクセを知る

というヤツてHある。これは飛行機ではテス|パイ

ロットのiI: 'I'である。われわれの研究て壮、パイ

ロ y トの{上半を有N勾'化して無人飛行て'行えるよう

にしそれらを組令せたデータを集めて、コンヒュ

タのソ 7 トウェアとして作り上げていくものと

している。 XWGで般討した結来，この簡単化した

仕事の主たる要素は次の 3 つ，すなわち滑空制御，

誘導・治l'lし大気突入て事あると判断され、それぞ

れについて飛行実験を利うことが引 [rhi されている。

実験はあくまでもデータをとるということで.

風試並みの規伎であるが，実験をする宅肢は公け

のものだから，研究課題以外の問題も数多い。し

かしこれを解決して尖行できるところが宇宙研

の岐みである。そのM実験は6月 10 日から 16 tIにか

けて行われた。得られたデータは胤日式では伴られ ーー

抗日らせ**************************道:;

太陽・地球環境科学研究連絡会

即l 日 昭和61年 7 )-J17 日(判

場 所 '(H-i 科学研究所 45 号館 l 附会議主

間作せ先 守宙科学研究所ー研究協力課

共同利用係 (46 7) 1111 (内 235)

自動観訳システム ATLAS の利用説明会

山 d山糊 wi システム ATLAS は弘人以来 l

年になります。その fれか、易さと操作法の

簡易化に努力L，己主 iB してまいリました。

皆様に利 m してITtくために下記の日時に利

用説明会をIl ll Iii'します。

β己

tiP 寺 7 月 2911 伏li 3P.~30 分より

場所 45 号館 1 階会議室

計算機迅 i 宇:.\. fi 只会

*人事異動

抗日:iTi\れ 1 拠品川

I (併径}

617.1 I 松岡勝 i:ili 除l釧ヲ t ，f. 'i年 u

回数悶

1 (界笹)

" I-.-\"山敏夫|京師大学F理学部

|肋敏担

iJl.(III)"1':輯浄

理 rt~(:ωi 究所i' f r­

釧克 M

j-:.jjf 'l-学資料解析

センタ一助 T

なかった新しい・ J'; 実を数多〈教えてくれた. (I

SAS'I私的参~(()

この尖験は，関係各 1立のご協力あってはじめて

"I能になったものである。また実験抗のメンバー

はその成以に民主 Lづけられ.その役 'il~J に山析を持

ちはじめた。その芯味で すでにこの研究は夜、の

研究のわくを超えてしまっている。所外の反型'は

さまざまであるが.ひいき同に見て近本米の日本

のすー宙開発に対する期仙のようなものが!感じとれ

る。過大な期待には応えられないが，我々の研究

を進めることで我が悼|の将フ!との↑出 Him の発展に

日献出来ると思う。

紙而がなく〈ょったので，ヰ ili エネノレギー l 学の

研究については次の機会にゆずりたし、。

(ながとも まこと)

宇宙科学研究所一般公開

一一一講演と映画の会一一一

とき SJJl tI ω'H 主 1 時30 分(開場)- 4

時30分([品Ji筑午後 2 時)

ところ けやき会館

キII政貯、市白一1 見 6 -6-2:,
lilV~ i'~( ハレ 探究を終えて

オ Hi什 Y 研究所助教校 卜杉 -n7ti:

プラ， 7 ホールを探る

'j':Hi科己/研究所助教J:; 小川!以申，明

映画

一一一展示公開一一一

とき 8 )J2 円lI:li-ｷHilI0時-'I後 4 1I.j·30分

ところ キI H~~1 1J;(キャンノ、ス

キU!ji/f，(市 IWh
L

， 3 1 1

展'1之 X~V、文l~il，1. (ASTRO-C)

ミユーロケ y ト他

映ii1 ij

qu



ゲライティンゲパラシュートによる回収実験

1986!p6H3 日の三F巨大気球尖験て'翼のような

形をしたパラシュートを用いて，自在に飛行方向

をコントロールする実験が行われました。これに

則いられたノマラ y ュートは KESTREL" という

スポーツパランユートの一利で. f:五万についてい

る左右のコントロールラインを号|し、て政固させ，

日制地点へと誘導することができます。関に刀、し

たように人の手の役割l をするコントロール装出，

姿勢を知るためのGA センサーや1111速度~l·. 人の

グライティングパラシュートガ開いた瞬間を

提言重量カメラ!こよって銀影しだもの。

グ
進行万向

TV刀メラ

スチール刀メヲ

メイ〉シユト

コントロール

ワイヤー

劇|匹長会

J
限となる 1 ・rv カメラ。 I也 1ーでは 2 台のマイコノに

よるマン・インターフェイスとモニタ TV。あ

たかも税制IJ桜に来ってパランユートを操縦してい

るかのように設計されました。 l~·:i J主27kmからサブ

ハランユートによって急速昨卜させ，高度lOkmに

達したところでサブパランユー l を切離してパイ

ロ y トシュートを放山.絞いてグライデイングパ

ラシュートオープンと進行して海 1(11 に着水する瞬

I I:\ J まで，実験HE全只が観測昔itに来って自由に査を

飛んでいる錯覚に F>i'ti l，.、りそうでした。 (j自 立)

*ロケット・衛星関係の作業スケジュール (7 ・ 8 月)

7 月 8 月

1 5 JO 15 20 25 却 l 5 10 15 以} 25 30
al 邑， ，・， ，・・ J 11 1- ,, I, , .J j I J ・ 1 , , J ハー， , , , • ー.-.l-l .1 I.....

M-3SIl-3 MNTVC 総合 d肱 (N MK)
%-". (SGII)

M-3S11-3

M13TVC 総合.正融 (NM K)
噛{:-せ

CNE~ミュレ ンヨCンH
試験 (SCH)

INMOl (SCHI 成しょヲ試験( KSC)
5-310-17

叶総合ゼ 刷告せ %-~までア%

(NMO) ISCH)
K-9M-80_.=

~I'/ 器合せ 噛合せ %-%h OY,
%から ISGHI (SCH)

ASTRO-C 総合試験 ASTRO-C 総合試験

MT-135-45 (KSCI.y (%0)

MT-135 ・ 46 飛しょう d腕

IKSC) γ( Jb) YI 私}
大気耳目中共同実験

INTCI y (%1

KM-D-I 地上燃蛙:Js.睦 KSC 内之浦 NMK: H Il:川越

r¥MO:n it:京都 SGil:'j-:'Iii 樹f相続隙キャンハヌ、

4 一



ASTRO-CIこ提言載された

世界最大の×線機出器群

、 *ASTRO-Cの総合試験

，土R 米>1ーの 2 H に1)ち上げを予定して

閉堅引 いる ASTHO-C1Q，r)" の総合試験が6
門事情H
、て:と云三云ノ II2U よ 0リ)λ. 判州|川十W似yι引:け!同似L以L の;以点!験抑t似引て胡古始f古I ま

つた。 lロ2J川j，水kまて

を侃必する凶式験が品絞iけら tれL る。

すでに 6 H2 円より車ILみ立て試験が行われ. 6

}IJI101 には完成した外観を比ることができた。納

入!日1阪が心配されたレスター大学か句の大ITii結比

例 ~I 数7\; fJどうにか ~Hに介い，全'k}~ された世界

]1立大の X 料II責 111 ~~~n:は ;11 観であった。 6 JI13 日に

は太陽屯 j也ノ叶.' 1レの !l( I lI ·1 試験が行われ.品川jJ!iり

の干 l 能を附認することができた。 4 枚の，、ドノレの

!民 l井lに時 I I:I JL~:: があると l~r J" のニューテーンョンが

f科大するので.同期展開 J機幡が採川されている。

6H17 日から.

電気系統の試験

がWIまリ.本給

自'J なJ5t附に入ろ

うとしている。

各務般機\{;i初当

の関係おにとっ

て.不安と安土持

の交針\-1一る長い

mimiはまど始ま

った Ifかりであ

る。

(抱，H!j 文命)

台三陸のロケット回収実験

IIi 年 9 JJ6101 の Ih，-50による実験に続、、て 6 月

1rJ. B~ ，-51 によって. S-520~1} ロケ y ト国恥{シ

ステム改良If[ II 的機能附必のための尖験が行われ

た。 iJU正体の構成およひソと験 !J 法は II;illll とほぼ 1 ，'1

織で. fit.:式体の I人J. ハランユート削I~. i(-@;郁は改

めて刊られたが. J苔 I除機総古I>は liij 1111同収されたも

のカ吋Jt;!:そのまま m ，、らIt た。 q年にテレメト I) •

III 測なと'十:.l~~~~ ~査機器;は一段 LI の使Ii!て'あった。

fR試体は.山川向井~ !i 20~mの!三と34~1IIでυj リ離さ

1しハラシコートケース分離機構.メインンユー

5

l リー7 イング技術などの改良耳l刊の機能が正'II';

に刊動したことが昨認された。失験当 H の凶収は

できなかったが.314逆にも;~~ 2n 付近を航行中の

il(\ 自liに 1!~~1(回収された。パラシュート|品J*の様子

が制 l引に 8 ミリカメラに収められたが，ウニの観

測は.録I"i袋 lll: が{十動せず失敗した。この"k.験に

よって S -520~" ロケ y ト回収システムの実川化の

i'l j金を l~f た. (tftul Jt紀)

*有翼飛勿体の滑空実験

有拠寸'rii~~捌体の滑乍飛行実験が 6 )110U から

l 自 U にかけて.能代実験場で行われました。この

実験は将米の ·N »:!引千山口ケッ!のための JH iIti笑

験としてfJ lif における機体の主力的，飛行力ザ自 'J

特性の維訟と飛行 il;11 倒l技術の陣立を目的として行

われたちのです.

実験は能代実験場の沖合中 'CJ 6~m. 向J~ 1kmJ ・2

のへリコ 7 ターから切離して H~·:;: させ，実験場に

[II] って秒i止60 III で飛行する僚に計 l血l されました。

また機体は会長2m ， 虫色if) 1101、百て日俗械プロセソ

サによリ姿勢市111.1/を行う y ステムです。

~'1 1 厄l 日の JI~h実験は 6 H14 日午前 9 時 15分に

行われました。この飛行ではヘリコブターからの

切離し白j主に火if状態に〈リ i甘ZE させることは

できませんでしたが，テレメータデータの取得は

II 常で.この紡来に J，~づき'争力特性および制御ハ

ラメータの>I. IU しを行い 2 号機のフライ!に臨"み

ました。 m 2 l!!1 i'lの飛行尖験 1 ;1 6 月 1 4f1 午後 4 u:~

40分にれわれ.切開Ii しの後 rn~令状態に人') .裕:，1主

ンステムによる ailJi，白lが防l航されました。この後，

機体は肱 1111運動を hい約50秒のJIHi の後に MIHiに

.{i水 L. 尖験は終7 しました。この間f搭載および

地上系の機昔話の，iJj作は1E'，i~' で全ての討，WIテータが

取得され，今後の計画を&的るにあたってのtit !T(

な経験を hIt むことができました。

実験 mIIHI'I' は λJ 倣にも tどま jしさむが句陸出空

に繰り広げた一大 7 ィ -I レドワ クの感があリま

したが‘実験 II[ 令以が，ちょっと季節はずれの日

焼けした Ill! で IFill の人となりました。一表紙カ y

ト(撮影 杉山吉日目)参照一 (焔谷万文)



「マリナー 10号 (Mariner 10)J

宇宙科学研究所初IJ i畢正久

ってもらっている。そして，近日点が水b1.1速主 H

J点;

つた。水」μI~の公 1転k周!則0別!は，そのちょうど半分の88

自主ので.マリサーが l 周する nilに水勾は 2 閲し

て，いつも同じ所で出合うのである。このように

して， 3lui の舷桜ilI. そして，観測がれわれた。

ここで而白いのは，水原町山中ムII;]JUI が5911 である

ことだ。 176 日の問に，ピタリ 31111 自転して，~手t

機が訪れた時には，いつもその同じ而が太陽に出

りされていた。 7 リナー 10号は残りの半分を見る

ことができぬまま.そのおz命を終えたのである。

(ゃなぎさわ・まさひさ)

水主!を訪れた'Iiーの傑有機である。水星は太陽

にー番近い惑亙!なのだから，地球から太陽に孫ち

ていきさえすれば.そのi主'I'でこの}$h~ をiJ!i過す

るわけて1 簡単に行くことができる， と考えるの

は誤りである。太防に w; ちていくのはゴ|常に ~II，し

し水星探作機がただ一機である翌I'尚もここらへ

んにある。

地球は太陽から l 他50∞7j" kmのところを秒述30

km てi わっている。地球と 1 ， ;1 じ軌道にある '+:'d=i船

は，秒、述 9 kill だけ 1Jlliili してやれば木星(太陽から

の距附 7 tO:80ω jJ km) へと IIIJ かう軌道にのるニと

ができる。しかし太陽に孫ちょうと思ったら，

ロケ y 卜を逆lin射して，秒速30lm1 を完全に殺して

やら主ければならなしυ1"1 じ分だ ItJJlliili してやっ

たらー， i":'li.i'1Hはあっという I~Jに太陽系から飛び出

していってしまうほどの減速をしなければ主ら主

いのてeみる。ノドH. (太陽からの ~I清If6000万km) へ

[(rlかうために必~な減J止吊は秒速 7 km であり，木

耳!へ 1-] くのと IIi]じくらい鮒しいのである。

下|苅を凡ていただきたし '0 1974 iド 2 )-J5 日，'7

リナー IOjl~ は金 H を辿過，その I) I 力に減速を千 fz:.

司蜘太揖電泡

パドル

舗網 j網戸ンテァ

テt3134 ず〉
/グ/

マリナ -10 号

Mariner10

1973 年1l月 3 H

ケネディ宇市センター

アトラス セントーノレ日 I-A

504kg( フち燃料 20kg，観測機

出79 .4 kg)

第 l 同 1974年 :J FJ29 日

首~ 2I日I 197~年目 FJ2JU

第 31叫 1975年 3 月 1GH

観測機総(主な目的)

テレビカメラ 表聞の品iw

赤外科u直射~I 表 lliii品伎の ;:-1 出II

:w外線分克;棋 大気の-(.J 無.その剥l成制定

送信也械を)ーIJ いた.水症の I(Uf.などの似品[II

磁)J;1 船場内布 11 \1:

プラズマ ;:tilll16 出 太陽胤と水県内相 fiiii 用

本j止最按近

ずl 柏

打ち卜 If .1 1 月 H

11 ちJ げ五 H也

佐川口ケ" I、

五五 iit

//d 一一ー ¥ 打卜ヴ
ecて二一 ~、，"-..;g73if刊問H

-j¥Yζ 工\\、

(;ぅ :JJト)

マリナ 10 号の軌道
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ー主義 L§ L_
サイパン島で、ハレーを追う

サイパン観測所

元東京天文台冨 l到弘一郎

は泊五型で，淡くなった尾の先端までは写せません.

たたきつけるようなもt則的中で.ハレーの}j ，，'j は

もヲ 2: が切れ.主主Hが叩l るく比える始末です。水

中カメラと全天候型の盟遠鏡を設~I するべきだと

グチが山ます。幸い噌最近の，:':j感皮肉カラーフィ

ルムは科''-f:;:十制IIに使えるほど刊能が1111上していま

す。 7 ィ Jレタ 交換というわずらわしさなしで町

三色l'iJ時観測ができるのは有韓日いことでした.し

かし当初jのf定の KSCの y ュミ y トカメラのパ

"/:;7"/ブ肘としては， kH山司、 I，!.で残念です。

ハレーが去った後もこの観測所は三I"~恒久的設怖!

として妓リます。荘、の望速鋭も移動h・1根式の~Ji.:J!IJ

司を 11 リたいものだと思っています. iJ'liiJ. 4lui

ほどでも rH かけて.小記長占星や封印的観測をつづけ

たいものです。また.近い将オ、，新しい大 j"\') J!が

:1.1るでしょう。その ll:~'にかけつけたいと，也います。

ある H の午後 I誌の北端町パンザイタリークを

訪れました。紺仰の泌がはるか水平総まて ·'tile '"、て

います。はるか下の }j でjJ ちょせる械の背が. ，主

<~ヒの祖1£1 をのぞみながら身を投げた人述の1I11· (f

J1.iとも IlUえました。 出ゆかば・ を:払いまし

たが途中て:'l))，が山て仕方がありませんでした。i't

い犠牲があったi. U;I'こそ，このように I'有l に!It を

比ることができるのです。次的2062年まで，この

平和がつづくことを祈らすにはいられません。

(とみた・こういちろう)

サイハン品，この名は飯雑な把1いを多くの方々

にいだかせるかと思います.

数年前司アマチュア有志が協同鋭jllllrfr をこの品

に建てるから. と参加のおさそいを受けました。

近年.同内では光密をさけて， ZEの自白、 i虫I也に

協 luJ観測PJrがいくつも建設されています。それの

少々鋭校の大きいもので，停年後も Jlt を見つづけ

たいと思っていた私I J: .ずい分抵抗も感じまし た

が.サイエンスをやるのだから，と自分を納得さ

せて，グループに入りました。

サイハンの利 l....'立. (I) 南天が見える，北綜 15

Iltでハワイより I刻。 (2) 交il!i jJJ!手 IJ. tA: 且l から ZE 路

3 時間余. vHf2ill!就航. KSC より中〈現地に

人れます。 (3) 旅引が安い，付復 7 -9}JfJJ(宇

節によってちがワ)機内食付。 (4) ピザ司、製. ,It

ミクロネンヤという独占|五I. (5) tI本部が辿川，

'I'年以上の現地人は日本必が jf 品。 (6) 勾尚一定.

年Il-Il平均約 27·C. 衣服がN1 jl j1.. (7) 気illt 安定. j,!

像のゆらぎは τド HJ2 秒、角以下。 (8) 蛇がいない、

在、にとっては決定的貯条件。 (9) 11-4 )Jが乾}日J.

ハレーの地球按 j[1lキに好都合，可々です。

グノレー 733名の IJ\Jt でu ff30clI1J.且射と 2f>C1llシュ

ミットを入れた 2 棋の 3 m ドームをもっ建物が 111

if. 8 月に完成しました。私は I Il W (恒l 際ハレ-lII.

jill]制)の大規似現象をメインテー?にして. u 径

30cmー述反射:屯.All主を細川IIこ設計.製作して、4<

年 2H に現地に鍛人しました。 1止ZEになって KS

C て1立郁子干の必ぃJ\JJI~Iのハレ 雪mのモニターを

お手 Ii;いしようというつもりでした。

ヤシの木の i奇に愛機を組み上げたとき.日険タ

ン古になったような気分になりました。乾期 lであ

るべき常的λ:似が思わしく主〈ーハレー普 JI~ のセ

イにしたい胞でしたが. :1)]>1士 1;1'すぎから J、候が

回似しました。ところが.スコールが伐も来事唱す

るのです。 yー卜をかけたり，はずしたりの繰り

返しには|刻 u しました。チ定した 10分以!の認 HI

一 7-



(風).... *7 リニツヂ天文台の危機

て1T1/-: イギリスの王立グリニッヂ天
川以/ まに車に
亡コ~ 文台 (Royal GreenwichObser

vatory) が存亡の危機に版している。最近のネイ

チャー誌によると.今年 3 月にイギリスの SERe

(干十字技術研究審議会)は， グリニ y ヂ天文台が

将米，エジンパラ-iii:天文台，ケンブリッジ大学，

7サチュ セ;; ''J 大三ずのいずれかに移転すると発

表した。移転 l昨 lUI I ま 1990 年代初日自で，移転先も合

めて 6 H に故終決定が干されることになった。

グリニッヂ天文 fT は 1948 年に，ロンドン近郊の

クリニ y ヂから，南 hのサセックスチ Hi こ移ったが.

これは光年飢州の大敵であるロンドンの都市光客

を避けるためであった。しヵ、し今 wi の移転は財政

上の~~!I j·1 とされており， もしかすると移転先の柑|

究機関に吸収されて r グ I) ニンヂ」の名前も消え

てしまう UJ 能性があると忠われている。

イギリスは，ハワイ lみに 3.8 m赤外総明i卓鋭と

15m サブミリ波法 i卓鋭を建設.大岡洋のラパノレ?

島には 4.3 m のハ シェ Jレ望迷鋭を現在主 li 設中で，

いずれも-jjJ:界最大級の明述鋭て'ある。これらの最

新鋭の海外観測施設に 1; を注ぐために，本国の古

い研究純訟を縮小せざるをえなくなったことが，

今 1"， 1 の移転同地の背景にあると考えられている。

いずれにしても， グリニッヂ樵準時とともに ill

界の人々に剃しまれてきた「王立グリニッヂ大文

h」の名前が消えてしまうことには.一抹のきび

しさを感じざるをえない。

(Nature , 3H2HI 号 6 月 12 円号)

太陽風の終えん
-，j‘戸、炉、\

\込"=!J~長宙

オニアは 1 iFに約 25 天文単位ほどすすむから，

境界jl， i の情報をもたらすのはまだ20-304三ほど先

のことて凶ある。もし屯気推進口ケ y トが失事1すれ

ば境界まで10年松で到達できる省で， どこかてゆパ

イオニアを追い抜くことも 1t-' ではない。

一京大型 寺沢敏夫

太陽風は秒速数百krnのほぼ一定的速さで空間を

拡がっていき，太陽閤空間と恒星|削~I日lの境界と

巧えられている育大文単位あたりには，太陽から

放出されてから約 l 年はどかかって到達する。こ

の境界の位訟を決めるのは太陽風の動圧と星 ]BJii

スの圧力の釣令である。(理論的な抗i 定によるこ

の境界の位置は宇宙線強度変化の太陽行行動11年間

期l変化に対する巡れからも雌かめられている。)

右凶に太陽問境界的恕像図を示す。太陽風は起

古 jillであるので昼間ガスで止められるまえに術供

iiJi(内部術g供波)を通過する筈である。一方， tt
IBI!t スは太陽とまわりの恒 11 の相対速度である秒

速約 20km てd太陽問に吹き込んでいるであろう。こ

の述度が星 IBI!1 ス内の背 i虫を越えていれは a定ず l 衝

撃it が形成されるかも知れない。 r太陽幽界間 IJ

とは衝撃波通過後の星間 lカスと太陽風が妓する面

のことて dある。

人~Jiの主 IJj主胤離レコ ドの更新を統けているの

はアメリカが 1972 年に打ち上げたパイオニア 10 号

であるが， 1986 年現杭ま 1-:'40* 文単位あたりにあ

って.この境界には未だ手は届いていない。パイ

皇闘刀ス
三ク

ここ:;>

太陽圏涜界の想像図

太揖圏界面

-8-



国体ロケット(その 1 )

一一歴史

-，J・.;=::. (戸、\

~、とク誉宙

開

」

Jil ったグ〉で

す。

一守 Hi'll'一 司

秋葉卸-山1\ パ

図 2 ベビーロケット用ダブルベ ス推豪

れています。ロケ y 卜( rocket) という JTJ ，出力叶止

われ作l したのは 14-111 紀明からといわれ， ~l舎によ

ると中部ゲノレ<;.，- riI:;，て'·'rock とは紡ぎ糸を巻〈体の

ことで形がよく似ていることかり名付けられた様

です。桜}己訟のetは小さいを意味するのですが，

今なら大きいを13 味する按t6rili-が十l けられて然る

べきです。

固体ロケントは第 2 次大 'i世でも又 nJ 成似附され

お雌て"大分一般に主Eい印象を与えてしまいました

が，固体ロケ y トが 't'_れ変リ而七l を一新したのは

戦後のことになります。

リL京大ザ。当 時技術研究所て"始められた 1Ji々のロ

ケ y ト研究もはじめは第 2 次大 l蹴 'I' の技術レベル

からのスタ トでした。この凶，削色火薬の様な

判能の良くないコンポジ y ト推薬に代リ，分(-"'

に燃焼に必裂主椴素を多〈含む jCJ質系火事i として

ニトロセノレロ ズとニトロ 7 リセリ J を主成分と

するタブノレベースが向刊能州北として刷いられる

憾になっていました。この純の火薬は大仰の発射

柴として雌んに11]，、られていましたから研究も J止

んでいたのです。ダブルベースは硝かに悩能的に

佼れた百1 もあるのですが， ~~;半土餅の !:tな状態で

f早ね」げた後1川圧して引Jl LIHすといっ1..J~で体状

の製品ll として臼上るため寸法J の1:1 H-I がきかず大

別化には全〈不向きでした。

'i出後の自分 (-jヒ '~'I 的発達を J，~盟主として誕生した

新らしいコンポジット J1L\tはニの様な制約を -"111;

L ，その結果固体ロケ~ I はす'白への JI~ び ill只と

して，何よ

りもヰJ由研

究のための

物j!l'機器と

してのJ也品、 官?

を凶めるに

聞大

図 1

中 l剖で発lりl された火尚一がロケッ|のがiまりとす

る説が有力です。凶みに中川副て"ロケ y 卜は今で

も火箭てdす。液休ロケットの実験が首I'j世紀末にな

ってやっと試みられたのとは鰍めて刈I!«的にその

発祥はl1iU紀可!といわれています。それには武経

総裂というその刷若された古文書に.;'A色火薬の製

法と火薬開!箭なるものの絵と解説が載っているの

が根拠の一つになっています。それを図 1 に転以

しますがこれがど 7 してロケントか何とも判りか

ねる代物て寸。実際何とかニのJf~で飛ぶものが作

れないかと尖験もしてみたことがありましたが無

駄でした。どうやらこれは-4lに火を吐いて飛んで

いき， Ji!I.火あるいは l棋の威嚇を目的としたもので

はないかと忠われます。後に1J'io同の雑誌にも朝

鮮の品のロケ y トとして同様なものが紹介され

ロケントではないことが明伺に述べられてもいま

す。形がよく似ているニとからこの披定が正しい

としても，この時!VI火弘、が作句れた ~11は雌かにロ

ケ~ I-jf!進に -~J 、を踏み山した fJ o;.を:位 l床するには

一一一一一--， )主いありません。この県色

火柴は硝七と硫ず l，木炭な

と'の似合物て"すから、般化

剤と燃料の i比千干物として作

られる王It，ういうところのコ

ンポジ y ト行主薬です。それ

につけても廿どうやって硝

11 が干に入ったのかという

点について.疋田 強先当

(東大名督教 J丈宇'山委第

3 部会長)は胤小舎の敷誌

に同の尿が佼み込んだ末化

ザ反応が J並行 L，結 21 とし

て析出したのを平 II 凡l したと

いう興味ある説をたててお

られます。

とも fll "rtM 方スの以出 J を

利用した I ，'H <I:ロケットが中

III 以米 JTI いら Hてきたこと

は戦詰その他の記録に桟き
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SPACECRAFT

惑ll~.~fJ~1 閉め航行を続ける「さきがけ J. rすい

せい」は地球を回る laiH.(salellite) と巡って，

spacecraft と時ばれますが，この spacecraft! こ対

応する適当な日本語はまだないように足、われます。

これに似た言築て "'spaceship があり，こちらは「寸

宙船」と訳して i主 til! 惑がないものの， NASA では

これを SF 小説的と倣 L，公式用語としては使用

しない方針ですし r宇宙船すいせい」と言うの

も何かしっくりきません。やはり spacec raft の干 II

訳が必要に忠われます。

まず， spacecraft の定義は伊 Iて"しょうか。雑誌

rspacecraftandrocketsJ 等で用いられる場合

には.海を航行する craft に始まり， ZE を行< ai ト

craft を延長した形で宇宙を飛行する物の車 ~，ff l、とし

て!ム殺に定義されています。しかし一般にこの言

葉はもう少し狭い :U 味て 1'1:われることが多いよう

です。例えば地球周囲術亙'は satellite て同あり space­

craft とはあまり言いません。例外としてジェミニ

やアポロのことを spacecraft と呼んでいましたが，

これは spaceship という言築を使いたくなかったた

めといっ説明がありました。因みに 7ーキュリー

はcapsu]e( カプセノレ)と H千ばれ，又ンャトノレのこ

とも spacecraft とは言いません。結局，惑星!日 I :g;

問を飛行する人工天体を衛星とは日干べないため，

地球主力闘を II見するものを sa te]1iteに対出した形

てや便宜上spacecraft と総称しているわけです。こ

れらを人工法星といっ芯味て·~planetoid (artificial

planet という言葉はない)と呼ぼうとした時があ

りましたが，人円に月治災するには主、らず.すぐに

用いられなくなりました。

さて淡乙 i の本家中国では「宇宙飛船 Jl1泣いは「太

雫船」という言ぃ hがあるようですが.これらは

むしろ spaceship の意味に近いと思われます。そ

こで spacesh 叩を使いたがらない NASA に出る中

同系の人々は「探 11\1 1俄」成いは f採 iI\l J r.:; J という

言葉をあてています。これは我々が「さきがけ J ，

上杉邦憲

rすいせしりに対して用いる「探査機」と同じ意

味で，正 jil': には explorer 乃至 space probe の訳で

すが，これまでの惑星間ミ'/;/ョンが全ていわゆ

る探査 1 ミンションであったことを考えると，現行

では通当な主主訳と言えるでしょう。なお蛇足なが

ら中国語で「儀」とは自動機器の意味であり，又

「太空」とは「宇宙」より更に広い空間を表わす

概念とのことです。

結局 spacecraft の和訳としては狭義で用いる場

合には今のところ「探査機」で良いように忠われ

ますが，広義の場合には aircraft の飛行機又は航

空機に匹敵する適訳がむいのが現状です。恐らく

飛行機や航空機という言葉が作られた明治時代に

ふ新進語としてしばらくは耳降りな感があった

のでしょうから，ここで「航宙機」とか「守:航機」

或いは f~: 訳で「宇宙機 J といった言葉を倣って定

治を待つべきかもしれません。 r ロケ y ト」のよ

うに日本語が出来ず外来訪として定治してしまっ

た例もありますが，これは短かい ~lff 告であること

や語呂が良かったこともその一因であリ. spaceｭ

craft を y，似名で「スペースクラフト J と言うのは

いかにも芸のない訴です。もっとも原訟は単複同

形で，一機でも spacecraft. 二機以上でも space­

craft てーすから，この占はそのまま片似名にするの

にjj&しているのかもしれませんが 。

どなたかこれぞという通訳を巧える方はいらっ

しゃいませんか。一般に佼われる言楽になれば，

後世に名を残すことは間違いありません。

(うえすぎ・くにのり)

/7主?\ 名制集委員であった牧山さんのあ

いA訂) とに入れてもらった制集委民会。制

て二二 Y 集会識の活発さや. コンパで円相量

的多さに，なるほどと感心したりびっくりした

りしています。今月からは秋梨先生の 1正 WI;;]! 純

rl 占l休ロケ y ト y リーズ」が始まりました。乞

ご期待。(芝井)
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